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古
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す
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叫
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r
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よ
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に
刈
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岬
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反
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司
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仁
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伐
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茄
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仇
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叶
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概
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佐
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♂
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司
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述
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ず
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ア
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仁
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ノ
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↓
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菜
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梶
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代
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に
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湾
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什
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、
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仰
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椛
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古
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湯
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、
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叫
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岐
ハ
只
ま
れ
f

は
他
の
八
開
も

ノ
く
は
1
1
0亡
、
あ
っ
て
、
そ
れ
ノ
の
詳
ま
た
は
司
仏
を
忌

J

E

当
該
組
誌
が
r

汀
殺
す
る
J
U

の
戸
。
=
-
3
2
一
c
Z
T
ニ
ヌ
ヌ
汚

C
『
円
台
君
子

cγ
戸
二
五
ヨ

ミコ

εj下一
hz
一v
，ι}G7J
〔7
2
岡山元《一一旬ニ一一
L
C同
町
七
=
ニ
γ

入、】
ZA
一三〈弓一月一】

P2
三4
三三お一
VMFFA
弓
}
句
一
で
再
会
一
川
吋
↓
〈
O

二
-V2允
AW{
三
z
?
一周〔吟雪深

7f
引戸内一二一二日ニ一周
JA)三日ぷ}】〆ず
rrA)向N

F
t
5
 

心ワ
ノ l

" 

:)lii;、法学¥(i:i¥2--312) ~68 〆201:L 7 I 



二
乙
d

y
空

会

主
A

一一L
《
)
場
、

f
h
パ
山
、
そ
の
悦
悶
口
当
J
V

司
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迫
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湖
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さ
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械
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す
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叫
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台
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し
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又
配
(
T
F
3
日
一
ハ
ハ
コ
ゴ
C
一
)
ウ
あ
り
、
ど
の
世
一
度
の
又
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p
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叫
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叶
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史
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什
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茶
の
「
実
効
的
支
配
基
竿
lt
百
九
八
(
に
は
い
ゐ
が
、
「
多
f

の
字
汗
が
叫
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迩
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に

一ド
ι

一ある
F

V

/

ふ
・
ベ

l

ノ
ミ
氏

K
、

O
R
指
柿
巨
の
命
令
に
玉
ワ

o
I
N
U
-
-

へ
同
連
コ
ソ
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。
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ワ
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ノ
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、
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古
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司
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仁
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叫
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ヨ
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す
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史
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付
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受
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古
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仁
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検
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光
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迫
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、
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什
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岡
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町
f
t

よ
れ
ば
、
本
円
札
J

だ
「
守
パ
ん
は
、
同
一
淳
一
一

JK
医
理
決
議

tm 

ニ
ー
九
九
化

ル
〕
に

L4hノ
従
保
叶
J
が
2

丘
F
O
R

委
任
え
れ
ん
三
巴
の
民
江
ぐ
主
治
安
維
は
日
附
山
肌

fipICH尽く目、
o
d
c
同
乏
を
灯
仇
L
L
h
れ
わ
え
ら
の
よ
%
。
つ

ι
l
h

什
n
E一
受
げ
た
門
川
体
の
行
為
pvuE連
l
帰
属
す
る
丈
一
め
い
位
、
当
該
ベ
久
刊
は
分
に
「
い
に
さ
れ
七
も
の

r
y
E
2
2
4苧
一
ロ
ヨ
之
さ
で
士
け
れ

ば
な
九
な
い
し
こ
の
凸
に
つ
い
に
バ
ギ
レ
な
ゐ
の
は
、
以
述
，
女
-
似
叩
日
が
刊
戦
指
針
の
み

t
x
A
1
0
に
J

委

任

、

究

振

η
桂
川
入
お
よ
び
tJ~
配
を

保
持
し
チ
か

z
r
r
p
=
-
M
4
円

y寸印
Fl一
EEVF4ι
己
E
E
v
m
z
p日
々

E
L
C
E
F同F
S
F
F
W
τ
E
E
m
E
V
E
E
R
E
R
C
H
L
4
3
2
F
E巳
え
こ
と
い

出

、
ノ
一
-
と
ご
め
之
本
引
に
お
い
て
安
但
序
回
生
子
一
元
市
」
の
世
限
お
よ
び
h
u此
一
こ
い
J

こ
μ

は
、
次
の
ふ
や
実
仁
h

っ
て
主
つ
け
ら
れ
る

す
な
わ
ム

パ
リ
い
刊
連
憲
阜
市
七
告
は
、
安
伝
川
が
そ
の
梓
院
を
内
一
間
回
に
安
行
I
r
v
る
」
と
争
認
め
て
い
ふ
、

f
q
一
本
件
で
委
任
た
梓
阪
は
委
任
可
能
な
枠
限
で
あ
ハ
一

ふ

J、
力
十
九

Jh
に
お
け
る
妥
れ
は
肝
不
的
な
長
打

c
は
な
く
、
市
下
削
の
、
か
っ
、
山
h
p的
な
委
任
で
か
J1J
と
、
い
同
一
決
議
一
主
い

I
T
U敢
特
に
職
務
拡
限

会
定
め
る
一
工
L

に
〕
て
円
、
-
4

弘
行
に
判
〆
、

i
ノ
ん
に
円
院
長
限
界
宇
設
J

ん
1

J

て
い
よ
、
民
生
一
保
些
か
一
全
般
百
な
へ
5
2
K戸
一
一
博
円
以
P

L
一
出
を
わ
州
4
t
と

こ
と
が
て
与
る
よ
う
に
ず
る
た
め
、
平
中
川
尉
官
川
市
隊
の
市
川
り
却
に
安
伝
別
へ
の
説
苫
を
君
主
ど
ん
(
こ
っ
J

て
l
M議
↓
一
同
刊
に
よ
り
、
安
保
刈
は
、

究
極

hw
梓
限
れ
で
み
門
J
X
J
K
J伊
保
じ
し
つ
つ
、

X
F
O
H
J
3
設
す
し
、

訂
?
d

び
K
F
O
R
P
作
戦
桁
拝
す
と
怯
限
吉
胃
E
E
M
E
S
H
E
w
m
E〕
を
お
九
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T
O
に
委
任

z
j
h
c
Y
L
E
り
は
」
山
博
問
去
、

上小川件ド
t
h
u

い

亡、

Y
A
F
O
R
は
青
山
市
民
か
り
地
法
い
去
打
さ
れ
ナ
権
限
を
行
使
l
て
い
た
り
て
あ
り
、
し
た
が
ハ
て
病
認
の
む
為
は
悶
庄
に
口
市
民
j
る

最
終
的
に
は

K
ド
O
R
叫
ん
工
巳
¥
し
中
島
な
る
一
戸
止
の
指
指
系
統
を
迎
P

日

一
二
り
ょ
っ
に
、
式
決
れ
は
、
あ
る
行
お
よ
力
一
凶
際
組
織
に
旬
属
す
る
か
ポ
ー
か
を
判
断
す
る
基
U

A

f

レ
ご
、
党
切
れ
接
収
お
-
R

び
支
配
-
v
い
う
志
淑
十

九Y
一
提
ボ
」
た
η

こ
の
基
侍
↓
は
、
本
氏
止
の
役
、
カ
ス
ぐ
や
/

J

一
F
Z与
さ
と
対
ν
一
リ
シ
ア
明
日
決
定
戸
一
心
、
U
l
年
二
カ
ジ
ク

刊訂

事
件
渋
定
一
つ
つ
じ
午
l
)

才
よ
び
ベ

P

J

チ
汁
ド
ス
)
一
ア
・
ヘ
ル
y
-
J
J
ど

対
J

J

J

〆
一
ロ
ヘ
ノ
己
年
)

に
助
、
，
よ
開
設
さ
れ
て
}
る

ス

y 

ミ
む
か
ぴ
斗
フ
一
二
ノ
出
件
決
定
は
、

1

唄
話
、
ず
る
ば
お
弐
リ
完
〆
打
(
一

2
gづ
一
割

}
d
d
f
2
5
2

の
一
つ
/
)
〆
¥
一
口
三
一
河
/
「
吋

Y
4
L
C
三
際
組

川

ヰ
J

「
京
の
め
ヒ
長
に
刈
応
~
を
宗
げ
に
い
る
が
、
ニ
札
が
本
件
L

一
ど
の
よ
、
つ
い
「
川
同
連

1
2
の
か
に
コ
い
て

総
f
E

♂
れ
い
条

ι草
J
5
n
l
y
h

，. :; 

は
川
も
述
べ
て
記
レ
ず
も
一
也
九
い
抑
の
権
限
お
よ
び
支
配
」
基
準

ζ
I
し
じ
邑
楽
町
一
実
効
的
支
配
」
基
並
の
収
係
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
川
部
決
正

の
中
に
は
作
戦
指
師
時
恨
の
吾
川
川
村

Li

勺
一
い
ご
体
内
討
し
た
泊
所
二
軍

一j
九

四

γ一J
J
J
U
あ
る
が
、

t
こ
℃
検
討
さ
札
ご
い
る
の
は
、

N
ミ
1

o
v派
遭
い
よ
戸
川
附
ド
一
抗

L
て
引
し
て
い
た
作
収
賄
在
住
の
が
人
効
性
で
あ
り
回
庄
女
保
引
が

N
A
T
O
お
」
び
派
遣
日
隊
に
討
し
に
士
々

L
て
い
ι
J

一
の
は

か、斗
1
0

…rhh
h
m
r
v

ム
文
配
」
必
[
の
も
の
ご
は
な
か
J

-

に

ル
九
揮
の
川
県
阪
と
ご
ス
υ
支
配
」
基
佐
と
実
効
出
支
配
基
準

u
t係
に
つ
い
と
は
、

κ
決

に
が
付
J
U

述
~
へ
と
お
ら
「
、
ま
る
に
、

実
効
出
土
町
の
有
制
片
山
「
サ
ベ
プ
し
の
-
一
言
4
7
0

ア
上
内
状
況
お
よ
び
特
別
円
丈
派

仁
川
r
っ?
J

て
決
止
さ

r
i
1
u
f
、i
u

れ
る
と
じ
か
述
べ
て
J
V

な
い
た
め

日
A
A
V
1
J
b
悶
り
か
で
は
な
い
が

校
ア
内ヤ

~l :ま
1"'J 
宗苛
fJ -1 
為の
は五二
E ヰ
τ4'- 0) 

に方
は汚T
A同 U

パロ 1)/.: 

R 若
l よ

刀、ミ〉

様
ヰI

Y 刀、

ぇ恥
ムヰι
j，で
てあ
1，" /~ 

G 口と
Ji.;! 

停

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

N

九
J
F
J

お
り
、
況
に
本
咋
で

実
効
白
人
肌
」
某
市
を
迎
用
工

J
へ
ら
ば
、

:，}I 

ア
ル
4

ン
工
ソ
ダ
L
予
μ
h
h
T
此
の
片
山
誼

U
ー
の
で
つ
に

戸
号
制
執
へ
の
れ
九
の
制
限
に
つ
い
て
は

話人川
μ
γ
I
J

支
配
」
芯
準
と
一
究
也
の
附
以
お
よ
日

7-ruL
主
準
が
対
i

〆
fir-L7F

殴
川
入
住
裁
叩
円
引
の
判
何
ば
、
ベ

1
一
ソ
、
お
よ
び
ナ
一
つ
二
A
I

山
下
件
決
岳
山
山
本
佼
古
川
若
草
を
泊
目
J

て
き
た
衣
判
決
、
γ

ル
ン
ヱ
コ
ダ
事
刊
判

日
)
は
、

困
連
記
保
同
辻
、
多
川
結
時
を
構
成
す
る
部
隊
内
引
為
お
よ
川
J
h
作
ぬ
い
つ
い
て
、
文
効
的
T
式
日
も
、
山
吃
相
内
昨
限
お
よ
Nnu
詐
限
v
u
行
使

ニ
」
お
ら
ず
、

J

f

f

品川M
コ一↑、、

ャ

ド

、

子

、

ノ一一
H
A

〈判ピロ
J

一
、
仏
、
J

山」、

ふ
川
辺
、
は
話
効

凶
げ
人
の
拘
禁
わ
ね
は
何
一
泡
ド
パ
帰
〕
帆
す
る
も
の
ご
は
な
か
J

一
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お
込
町
一
止
で
は
か
」
迎
用
?
J
て
も
「
克
也
内
幸
浪
お
よ
び
支
配
基
準
ル
州
日
γ
〆
f
f
b
い
ず
れ
に
'
〆
て
も
可
円
相
の
り
ゐ
が
い
ム
主
に
口
附
属
す
る
ヲ
と
は
公

1':;: 1刊副I究

い
と
件
及
川
っ
け
ん
つ
ま
リ
、
本
刊
司
法
、
裁
判
川
町
従
山
本
の
判
明
で
あ
ヲ
勺
「
冗
恒
の
惟
限
お
よ
び
又
配
甚
半
を
γ

小川定

L
な
か
J
た
J

担
そ
レ
〈
市
川
ハ
一
市
は
な
い
で
あ
7
7
7

山
内
砧
ば
、
火
作
叫
が
不
当
日

十川河
H
J

一
究
効
的
人

E

甚
準
会
満
ず
さ
な
川
草
案
で
あ
る
予
?
」
つ
い
て
、

川
リ
幸
町
F
お
よ
び
支
配
L

基
止
な
い
嗣
に
き
ご
い
し
一
7
1
て
あ
っ
た
の
刀
、

ロ
ハ
特
い
え
れ
ば
、
行
為
の
一
一
町
一
凶
に
つ
い
て
引
反
対
の
結
論
に
な
コ
た
八

i
一
フ
ミ
お

よ
び
作
フ
マ
チ
事
件
決
定
と
本

rは
、
何
が
ど
)
占
一
、
j

の
か
で
あ

q
L
o
&
わ
ら
、
ベ
ァ
、
、

i
連
安
保
三
い
が
た
汗
引
d

い
な
ほ
J
h
J
一
ケ
宮
市
川
北
に
か
つ
一
、
安
ん
引
ー
す
る
古
一
』
711
出
記
刊
を
十
パ
人
町
保
山
似
た
て
加
出
一

ι
ぃ
委
任
〕
対
保
迂
¥
の
広

期
的
な
報
吉
を
柾
州
川
司
い
求
め
る
こ
と

γ
上
っ
と
古
川
同
司
子
川
出
刊
刊
の
f
a
敢
に
汁
v
V
プ
〉
小
紋
的
な
主
配
を
'
F
J
山
川
〆
じ
い
れ
ば
、
そ
の
椛
尽
を
行
川
町
〆
J
~

加
盟
凶
が
行
つ
え
訂
為
ば
そ
の
同
で
止
な
f
、
同
直
に
田
川
M
U
4
7
一
勺
(
山
人
。
目

ベ

-T
、
五
よ
び
月
一
ア
マ
ヂ
事
件
に
ぷ
け
ー
も
ア
ル
。
、
ン
寸
〈
/
L予
μ

わい

一

3

1

、

しいtdLVザ
JKJU

一
川
ニ
は
と
な
コ
た
れ
お
は
、

チ
ノ
山
川
氏
〆
て
ノ
れ
わ
れ
た
も
の
ご
あ
打
、

υ民

安
保
司
か
、
h
E
ι
さ
れ
た
治
久
維
持
協
以
♂
J
F
2
M
2
1
H
Z
2
2
)

院
引

3
ら
加
盟
凶
一
へ
の
権
問
的
走
任

{2Fぬ
き
2
こ
は
、
決
議
f
t
お
い
ご
校
博
す
ゐ
(
え
た
き
さ
母
一
)
と
い
、
つ
人
え
言
を
凶
ご
ふ
J
わ
れ
丈
も
の
一
に

L

め
1

J
寸

犬
十

L
、
こ
れ
ら
の
事
長

l
c
け
る

長
権
」
ロ
日
的
作
判
長
が
ふ
主
に
一
季
紅
」
と
ふ
っ
た
の
か
L

三
か
は
、
ι
内
注
す
る
と
訂
り
問
F
h
y
な

ーノ
!
1
3

f

t

J

 

人
久
行
ー
す
る
手
項
の
範
珂
乃
は
だ
の
制
い
い
以
J
U
、

h
l
~
は同一

γ'と
い
J

レ工ん、

い
ず
れ
の
事
件
じ
ぉ
ー
と
も
、
安
保

一
つ
の
山
手
刊
刊
ぃ
一
九
が
あ

埋
は
、

恥
盟
辺
諸
隊
に
対
J
て
れ
い
帆
拓
村
拝
も
慾
戒
権
や
刑
引
裁
判
権
も
れ
倍
以
子
、
も
点
、
つ
ュ
一
一
夕
、

正
出
向
ド
対
/

4

也
知
的
な
報
告
を
求
め
た
だ
け
で
あ
パ

た
c

そ
う
い
h
l
y
n
v
れ
ば
、
k
h
一
究
極
の
権
限
記
よ
び
支
配
基
準
を
結
じ
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
(
ア
ル
e
ゃ

J
工
プ
ダ
事
引
〕
に
お
い
て
も
同
出

の
行
為
は
切
明
同
一
(
長
[
引
い
」

で
は
な
く
日
召
い
J
帰
属
寸
る
と
の
枯
一
九
一
山
に
な
れ
そ
う
ず
あ
る

そ
れ
に
も
か
拾
わ
い
J
J
q
、
裁
判
岬
ー
は
、
山
間
の
行
為
者
巴

連
じ
は
な
く
五
凶
に
同
区
喝
さ
せ
た
戸
一
れ
は
前
政
寸
¥

川
叫
?
~
叶
が

党
組
の
い
限
お
よ
グ
芝
市
」
基
準
を
維
件
し
な
古
り
さ
つ
し
丈
結
論
に
な
:
三
根
拠
は
、
裁
が
パ
よ
れ
ば
、
が
内
と
べ
弓
、
ご
叫
小

ぴ
ト
ソ
マ
ュ
ノ
手
刊
が
喜
一
山

TCiM六
日
い
寸
ノ
d

カ
ら
で
あ
っ
た
-
判
沖
仏
前
八

泊
三
裁
判
所
が
判
決
誌
へ
ニ
瓜
で
述
べ
ご
い

L
P
-
L
灯
明

R
b
迎
併
す
る
の

は
か
な
り
凶
川
知
1
め
る
が
、
ノ
r

の
内
引
い
俣
の
項
で
述
べ
て
い
れ
ω
こ
と
と
恥
わ
せ
て
ッ
夕
、
f
h
w
レ
r

、
袋
、
〆
令
に
、
ト
)
コ
ソ
ド
に
怠
け
る
凶
際
川
約
十
A
J
J
レ
ゼ
、
/

ソ
〈

~
Y
A
F
O
R
)
は
も
市
立
m吋
仲
間
山
叶
己
批

凶
同
い
に
よ
っ
て
市
ι
一H
C

め
た
も
の
ご
志
勺
一
や
め
に
」
に

L

イ
ラ
ク
に
お
け
ゐ
年
一
凶
払
半
は
、
古
川
内
同
氏
自
一
lm

究
相
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力

よ
リ
も
計
の
一
戸
、
コ
二
五
ハ
レ
J
か

h
7
フ
ク
に
佐
川
U
〕
て
治
安
給
引
梓
決
た
わ
ふ
M
J
と
い
ら
J
H
(
平
隊
の
県

一
こ
コ
一

μ

一
ハ
J
円

Lハ
H

)

川
阿
開
拾
に
み
礼
衣
採
択
と
の
同
の
い
ず
間
的
削
慢
の
逗
ど
、

S
E
叫
す
」
ツ
ポ
の
場
介
、

凶
止
は
、
事
務
総
誌
に
で
れ
仔
〈
門
さ
れ
た
持
別
代

ιk屈
に
て
、

か
う
、
安
立
保
院
患
丈
μ

三
時
…
一
雪
合
同
一
て
、
…
山
際
凶
N
J
え
い
任
プ
ピ
ン
ス
の
実
誌
に
T
コ
ン
ト
ロ
ー
ハ
ヌ
お
九
U
出
庶
民
治
安
ブ
レ
セ
J
ス
と
玄
接
ト
協
力

す
る
(
3
2
L
M
5
4
2
7
2
7
一
三
乙
二
}
守
一
回
ニ
ミ
コ
↓
0

さ
一
3
5
J
~

も
の
と
さ
れ
ァ
い
た
一
-
月
以
前
ヘ
広
)
の
に
対
ー
ス
ノ
ラ
ケ
の
均
台

ふ

J
し
か
に
九
道
+1人
γ

均
ず
れ
乞
行
つ
棋
院
と
L
C
の
N
A
H
A
-
が
郡
市
一
?
。
れ
、
v
N
A
M
T
は
凶
速
の
茂
氏
で
志
つ
み
J
?
小
、
v
N
A
H
A
-
は
、
事
日
円
一
帯
+
ザ

以
下
一
行
号
制
留
に
抗
一
軍
合
同
し
ご
い
に
か
、
J
、
裁
刊
な
I
J
内
証
県
J
d
の
抑
也
措
置
を
ー
に
認
に
}
(
ぷ
d
M
5
3
c
d

~
川
ル
川
第
へ

刷
引
)
!
一
弘
一

-Bζλ

ない!白…

f
h
山
川
且
阿
J
討
隊
が
打
、
つ
出
川
河
刊
に
対
ず
る
刊
庄

ω
機
関
の
悶
J
m
作
万
の
相
一
は
J

か
↓
一
つ
の
事
刊
で
川
ノ
な
る
と
い
、
つ
郎
同
で
あ
ろ
う
に

同
州
人
法
裁
判
同
刀
干
の
議
論
、

ζ

り
わ
け
1
)
の
議
論
は
、
p
j
ル
ジ
工

F
M
-

作
吟
児
凶
R
、
決
院
小
リ
決
め
多
数
意
見
的
論
首
乙
し
は
ぱ
同
組
己
口
や
勺

川
リ
?
あ
る
が
、
同
判
決
に
お
い
ど
、
ロ
ジ
わ

1

刊
宇
(
円
、
o
E
H
T
》
牛
肉
ハ
同
P
L
円
い
u
p
F
3
は
、
次
謙
一
一
珂
叫
が
K
F
U
R
の
汁
ソ
ポ
駐
留
有
地
よ
)

「
出
に
採
択
さ
れ
、
決
議
一
五

は
多
刊
籍
軍
の
イ
ラ
ク
即
日
開
始
よ
り
筏
に
挟
旧
仇
さ
れ
た
こ
と
、
つ
一
ま
u
、
平
隊
の
駐
日
H
閃
始
l
y

枇
議
採
択
と
の
出

rv
千
子
間
前
前
役
は
ベ
ラ
、
、
心
小
パ
J
ル
ソ
ゾ
マ
手
事
叶
と
7
ハル
e

ン
γ

一
J
グ
ム
白
内
と
を
区
別
サ
人
以
上
で
!
刊
の
法
竹
山
立
味
も
八
ふ
い
と
込
べ
て
多
数
広
見
千

批
判
1

}

ご
い
る
j
J
J
〕
刀
に
、
宣
隊
内
政
官
潤
川
口
L
r
A
議
院
抗
と
の
m
司
の
叫
明
治
則
p

侭
は
、
什
札
刊
」
日
間
げ
が
付
伸
、
t
る
権
況
内
ナ
庁
、
出
壮
質
に
と
っ
て
決
三
口

な
吾
山
味
へ
L
b
J
凱
て
止
な
v
ヘ
札
ず
間
的

γ
辻
緋
続
的
に
r
I
U

便
さ
れ
て
い
ゐ
権
阪
が
、
決
芯
採
択
に
よ
っ
て
て
の
は
的
性
百
合
主
主
3
け
で
リ
き
と
は
パ
刀

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

円
ン
多
判
主
一
は
、

コ
ノ
ー
に
お
け
る
て
に
h
政
が
U
K
M
:
K
/
」
い
Y
E
迫
の
機
一
川
崎
に
よ
り
れ
わ
れ
た
の
ド
片
〕
、
f
一
フ
ク

あ
り
得
る
)
し
ま
た

に
お
け
る
l

人
民
行
政
は
?
ラ
ケ
に
ち
也
政
府
に
よ
っ
九
f
u
札
、

内
さ
の
機
関
で
あ
る
1
N
A
M
I
は
人
鳴
一
¥
¥
伝
ぐ
の
引
の
支
援
を
九
J
引
可
制
J
ー
か
も
っ
一
、

い九
l

ふ
州
パ
村
ツ

Lγj

弘
、

E
Y
O
R
や
多
凹
給
軍
が
わ
り
と
行
為
の
侃
目
~
ワ
山
也
4
る
内
川
内
法
的
L
h
味
、
ち
な
い
と
述
べ
と
い
る
J

ロ
J
h
?
1
t
h
す
が
れ
摘
す
る
待
者
心
占

文
民
f
h
吋
院
が
E
挫
の
株
式
℃
ふ
り
行
ふ
わ
れ
九
/
l
m
N
h
n
か
)
い
わ
J
い
と
に
J
4
仲
人
附
設
1
市
は

V
ん
門
山
行
は
が

国
宝
の
悦
悶
に
よ
り
汗
わ
れ
て
い
た
十
と
っ
か
よ
り
も
、
ャ
F
叫
可
部
隊
の
れ
う
一
ド
詔
止
日
間
に
対
工
、
河
川
一
定
の
概
闘
が
い
か
な
る
告
立
を
!
と
う
ご
い
た
か

戸
是
認
」
L
L
い
た
か
と
う
か
)

を
同
町
々
1
J
て
い
る
か
っ
、
こ
の
批
判
は
、
小
ノ
な
く
と
も
欧
州
人
根
政
N
R
A
川
本
判
沢
に
は
立
件
り
ん
ふ
い
た
い
に

〕
ベ
ヌ
ミ
お
よ
び
引
ノ
ラ
ヲ
ゼ
ー
字
句
決
F

一
止
と
も
、
U
N
M
一
五
ま
た
は
z
m
u
油
の
料
芝
山
円
機
関
J
J
i
r
ハ
R
の
抑
留
A
J
崖
を
是
d
L
L
て
い
と
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こ
は
ま
っ
J

く
芯
正
さ
れ
て
お
九
九
世
lumf一
手
丘
お
よ
び
ア
対
品
な
報
与
の
要
求
1

い
う
弔
で
宮
悦
叩
け
が
担
問
主

b
対
}
}
て
究
叫
の
持
浪
お
よ
び

1':;: 1刊副I究

土
配
」

t
c何
し
し
J
r
h
ご
と
だ
汁
が
問
題
仁
、
た
れ
て
u

た戸

E
う
ら
す
る
と
、
い
J

凶
」
の
右
h

比
一
に
悶
す
る
裁
判
町
の
い
一
1
M
明
は
や
は
の
小
十
介
と
口

わ
ざ
る
を
汁
吋
ハ
岱
1

ロ
ジ
ャ
ー
刊
辛
が
じ
刊
拘
す
る
前
者
円
占

ヘ
日
除
の
駐
留
間
的
ζ

伐
活
折
開
抗
と
円
問
の
時
間
的
別
伝
)

」ぺJ
J

、ι
f

、す弘、

ロ
ン
れ
判
事
灯
指
請
が
-
訳
出
守

的
ripSJ7ω
と
思
う
が
、
附
川
八
権
裁
が
い
い
所
お
よ
び
民
同
事
↓
一
民
院
の
多
数
立
見
♂
一
円
お
う
と

1
七
こ
と
は
、
お
一
γ
一
f
i
、
計
時
に
お
い
て

(
P
R
A
t
コ
N
2
v

に
い
λ

け
川
二
一
〕
刊
日
が
伎
わ
れ
て
い
て
も
、
ぷ
二
時
7
5
2へ
の
仇
的
住
一
…
筒
、
す
去
し
μ
ち
、
古
川
刊
日
が
f

れ
円
〕
て
い
る
ほ
出
を
加
閉
山

F
ま
た
は
他
の
恒
引
が
制
紘

ド
ド
「
委

ι(争
品
E
H
2
J

〕
た
の
庁
ヘ
ベ

l
-ブ
ミ
お
仁
ぴ
内
ラ
ァ
ー
ヴ
事
門

-
t
礼
と
J
t
市
川
出
ヰ
が
口
。
山
い
陸
臼
を
?
小
山
山

7
h
h
F
}
f

い
る
一
)
と
や

女
保
川
一
叫
ん

H
H
J
M
L
J
U

い

ι
、ー布一

d
」
、
し
ん
ぜ
だ
け
つ
の
が
(
ア
パ
a

〉

L

ソ
ゲ
事
判
)
の
遅
い
に
よ
り
、
行
誌
の
侃
両
党
が
切
手
勺
J

て
く
匂
の
で
あ

n
、

決
議
採
択
の
凡
閉
ま

/Jnコ
'
が
か
い
り
に
〆
ご
ぷ
戸
時
才
丹
、
コ
N
E
C止
の
I
d

民
決
定
4
行
J

九
一
の
だ
、
乙
い
つ
二

v
pあ
F7「
G

L

7

だ
に
、
そ
の
よ
つ
な

刊
訂
決
定
ル
一
九
う
際
的
説
明
が
卜
ハ
刀
に
山
付
則
C
は
な
い
と
い
、
つ
の
は
、
つ
ン
ャ

1
判
事
の
一
百
、
)
ど
お
り
む
あ
る
r
ま
え
、
一
戸
F
F
F
2
2
C
O
R
の
日
的

や
交
の
問
患
と
、
回
出
の
核
問
か
柏
町
取
同
の
灯
討
を
ー
是
必

し
た
か
と
へ
か
の
問
起
が
、
ど
、
り
ょ
う
匹
門
司
じ
に
い
る
の
カ
も
叫
ら
か
で
は
な
く
、

P

一
口
一
ら
の
山
に
つ
い
て
は
今
改
め
判
例
h

口
H
し
こ
お
ノ
、
と
E
F
が
あ
る
「

なも
A
W

判
札
へ
の
円
前
八
二
時
可
。

一
に
よ
リ
な
ぺ
れ
丈
ぽ
耐
の
続
呆
ム

ν

て
多
可
出
柏
市
兵
l
h
w
j
為
が
判
連
に
は
弓
周
ず
る

裁
判
所
は
、
主
人
訴

ヱL

与
え
一
な
コ
た
、
あ
る
日
は

1
1
4引い
d
k
ぺ
に
は
も
一
~
と
重
要
な
こ
と
で
あ
る

ari--品
誠
艇
供
向
い
保
寝
じ
な
〈
、
も
ハ
チ
、
と
は
ど
え
な
い
」
と

込
ベ
、
一
あ
る
わ
為
が
〕
巾
ィ
主
に
帰
属
寸
乙

h
Z

こ
そ
の
行
為
よ
か
一
川
耳
、
加
盟
国
一
に
市
民
し
な
い
甲
こ
一

は
イ
ー
一
1

b
で
は
ま
い
三
ζ

を
不
陵
一
て
い

る
た
め
、
木
刊
行
仇
は
、
司
一
の
勺
九
が
刊
在
L
Y

制
連
加
叩
臼
の
双
ハ
リ
f

r

半
民
「
山
内
J
j
Q
一
一
川
能
怜
子
一
昔
定

Y
C
一
一
升
川
弐
れ
3
ニシ

1， 

「
背
陪
町
司
一
へ
た
約
第
一
主

刀川帆
J

定
と
力
克
明

欧
川
人
防
長
約
第

長
け
川
、
司
条
約
の
崎
町
的
組
用
範
凶
キ
山
川
よ
め
る
荒
宕
L
あ
け
、
桁
約
一
同
は
、
そ
れ
ん
F
暗
河
内

γ
あ
る
ヲ
、
、
て
の
お

5
M
r
r
E
F
2
H
E
H
H
ソハ一
HFF凶
E
H
E
r
-
E
吉
岡
支
出
口
花
月
一
5
2ロ
〔
J円一
c
c
ご
r
E
E
n
E
J
H
W
〉
円
対
し
て
、
こ
の
条
約
の
止
弔

日
川
円
規
定
す
る
権
利
お
よ
び
j

一F
Hゃ
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保
昨
J

3

L

一
ム
規
出
広
づ
弓
る
I

欧
川
人
存
法
約
締
約
到
の

B
京
釘
川
崎
が
h

J

V

司
の
「
苦
情
内
内
場
所
で
あ
る
「
と
に
川
士
山
叩
は
な
く
、
川
涼
ば
、
村
I
J

川出

が
そ
の
足
以
の
外
こ

h
λ

い
か
な
る
行
…
官
一
一
司
に
!
メ
し
て
同
条
約
人
以
尚
引
弐
れ
も
か
一
唱
と
め
る
(
同
州
人
、
怯
hhf

仰
の
域
外
沼
市

-
4
M
C
2
2
5
C
E
F
L

哲
三
〔

Envコ
こ
の
出
円
起
つ
別
信
r

品
、
討
J

ど
と
お
り
、
欧
川
人
権
裁
判
所
内
判
例
に
r
m

れ
ば
、
バ
州
人
培
長
約
締
約
一
川
刀
J
M
域
的
外
に
い
る
古
が
J
j

J
M
刊
の
い
げ
稽
内
に
あ
る
と
ぷ
れ
し
河
朱
L

け
が
適
山
さ
れ
る
の
は
、
一
仏
特
約
刊
が
也
凶
内
制
岐
の
一
部
ま
た
は
令
部
を
p
f

バ
効
的
に
支
配
ー
ヲ
る
川
崎
八
円
作
ぺ

(
ぷ
)
措
州
約
凶
が
桐
f
、に
L

灯
し
て
何
り
か
の
ヌ
町
キ
ー
疋
ほ
J
9
刊
申
告
(
典
型
的
ト
は
刺
入
、
今
ー
拘
禁
す
る
場
〈
f
J

の
い
ず
れ
か
亡
点
る
一

不
円
パ
ロ
、
山
〉
作
品
M
J
T
泊

MMR
紅
る
典
型
的
手
寸
二
¥
古
久
山
花
，
v子
両
立
に
お
け
る
zr
山性

rm享
決
ご
あ
り
、
刊
法
J

明
、
巾
す
人
の
い
と
時
一
列
が
英
三
し
実

知
的
じ
L
ん
配
さ
れ
一
一
f
~

い
と
と
は
一
三
門
わ
ず
、
伸
す
白
人
川
口
、
主
凶
の
惟
刀
お
よ
ぴ
I

九州肌の
d
も
と
に
あ
ー
だ
(

A

d

t

と
》
七
三
三
主
主

E
E
k
q
E
L
Sロ
E
一
c
h
Fの
〔

J
E
Z門戸町内阿
w
b
E
R
」
(
可
決
第
八
五
川
崎
、
持
，
J
引
沼
五
J

と
性
べ
ご
い
/
ゴ
」
と
か
h

、
立
の
ま
非
つ
を

4
v
c
一
苦
情
」

川
リ
存
伝
長
一
九
川
ン
た
も
の
と
堺
戸
れ
る

， 

一戸

内

ヤ

" 

krパ
川
市
同
な
の
は
、
件
寸
軟
内
L

の
机
念
の
問
題
し
一
件
J
h
の
M

門
家
へ
の
帰
属
内
川
認
と
が
M
Y

内
ょ
う
九
%
川
向
係
に
あ
る
カ
一
Y
A川
る
が
次
の
よ
、
y
に
考

え
ら
れ
乙
オ
な
オ
ち
、
削
訟
の
と
お
じ
、
締
約
V
U
E

の
弘
山
内
刀
外
い
ノ
qm
人
が
向
い
P
り

J
u
u
特
山
」
あ
る
と
汽
れ
る
の
は
、
司
一
中
」
↓
L
A
恒
人
の
い
/
憎

場
川
に
対

L
r、
制
約
市
が
1

妥
結
町
与
え
町
一
」
ど
れ
也
サ
る
場
ム
治
、
争
点
該
炉
人
に
対
}

J

て
柿
ハ
吋
[

L

J

が
身
M
V
J

の
け
，
只
そ
円
…
叩
唱
の
リ
ー
で
支
配
を
及
ぼ
寸
埼

合
の
い
ず
れ
し
?
で
一
あ
る
日
か
、
半
枚
、
の
こ
と
な
が
り
、
凶
支
は
抽
卑
的
な
J

行
在
ご
ふ
円
て
実
体
が
あ
ム
匂
甲
山
で
リ

t
u
か
っ
、
刈
問
ん
一
何
人
ト

1
7
ム
匂
支
配

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

は
、
人
間
ま
た
は
人
同
の
民
白
石
述
て
わ
わ
わ
る

ν

によ
η
へ
て
、
人
同
士
た
は
人
、
同
の
ι
来
日
に
よ
っ
て
れ
土
れ
る
一
文
一
h
」
の
住
民
ー
か

営
蒋
」

川
三
手
伝
喜
一
行
J
A
ぷ
汀
ゐ
拝
改
の
も
の
に
あ
る
か
を
川
貯
す
A
U

た
め
に
は
、
之
の
ド
LF此
L
し
と
、
当
A

1

支
配
一
え
』
為
JV
滞
納
叫
に
一
市
周
j
る
ー
か
と
u

っ
か

を
ま
す
じ
附
し
な
け
れ
ば
な
り
士
い
コ
そ
の
与
一
言
味
で
、
日
即
時
の
同
町
内
は
一
昔
軒
」
の
間
出
に
諭
同
ム
的
に
~
れ
ず

qJ
本
半
丙
が
帰
属
内
川
区
一
迂

弘
同
一
ハ
一
八
ハ
沼
)
の
は
、
そ
の
か
ス
F

ん
」
趣
旨
一
円
、
あ
ろ
ノ

正直

T
q
比一
7
2
2
J
一
」
の
↓
点
目
r
日
F
で
古
川
〆
と
い
る

国
連
憲
章
第
一
一
げ
二
条
の
池
川

日
ト
竺
川
足
立
阿
見
〈
ソ

俊氏、は、

い
即
日
長
ム
司
ム
川
副
盛
恒
の
ヲ
の
雲
仙
者
に
事
く
内
政
川
〆
也
の
い
ず
れ
か
の
村
民
協
れ
に
基
く
式
訪
r
が
一
孔
叫
す
る

r
一
き
は
、 せ

陪

取人法羊)fi3 (2引:n ~7日 r2(ll':L 7 J 



一
)
丹
パ
目
立
し
正
ノ
ふ
さ
げ
が
後
先
す
ゐ
ノ
一
規
J
t
す
る
つ
「
FL
際
連
九
沼
町
川
v
h

の
こ
の
憲
平
に
」
ハ
ノ
与
一
一
品
荷
」
は
、
d
l
A

迷
信
一
宇
内
長
J

へ
そ
の
も
の
仁
川
叫
{
ι
5

1':;: 1刊副I究

れ
え
義
蒋
だ
け
で
な
く
、
女
同
体
埋
決
芯
か
り
ι
l
↓
す
る
義
お
も
ん
E
一円
l
y

呼
さ
れ

L
い

「
他
の
い
「
れ
か
の
凶
川
町
協
止
」

む
恥
凶
は
わ
ト
限
定
さ
れ
一
一

い
ハ
f
h
J
h
打
、
出
句
"
ヘ
潅
4
山安打、

u
V
2
」
れ
日
今
一
円
ま
れ
る
乙
貯
え
ざ
る
を
付
企
い
〕
一
〕
肉
料
小
連
合
加
川
市
一
出
の

F
Z二一応
H

十
一
基
¥
立
花
山
L

のー一同に
ι
久
保
一
片
一

よ
る
「
抑
止
院
長
エ
ケ
ミ
戸
E
Eロ
こ
が
A

ま
れ
る
刀
い
つ
い
…
は
jι

相
川
か
心
れ
ム
叫
が
、
〈
う
ま
れ
る
こ
内
有
地
は

l
f甘
に
成
h

け
げ
ん
得
る
j

ノ
ヤ
う
す

Lhr一

回
連
安
保
問
が
そ
の
決
議
に
よ
っ
じ
加
盟
川
に
義
務
ゴ
け
、
ま
と
は
渋
権

L
た
戸
戸
一
の
内
ハ
J

が
回
路
入
札
惜
詩
J

長
け
れ
の
誌
川
川
、
弁
山
川
出

L
て
い
ム
匂
桜
へ
日
々
は
、

女
保
湿
1
1
設
に
北
づ
/
立
務
ま
た
は
授
時
一
が
優
元
す
る
こ
と
に
な
る
一

ふ
刊
に
お
い
子
一
川
区
政
府
は
、
ま

3
γ
て
の
で
「
士
す
拾
を
と
¥

τい
迎
安
保

埋
決
議

コ
条
に
よ
}
欧
州
人
医
法
的
に
本
っ
く
義
務
に
泊
先
一
歩
る
カ
〆
、

つ
攻
に
よ
)
な
え
一
一
引
た
「
股
旅

!由、

1
4
1
M
H
半
第

行
川
}
ハ
H

栴

一
[
欧
川
へ
梓
}
条
約
持
五
条
の
波
川
は
、
同
辿
久
保
田
IJ仏

d

、
J

て
j

L

O

マ

ハ
凶
六
に
よ
り
立
と
さ
れ
た
法
的
制
走
に
消
き
扱
え
コ
れ
た

あ
り
、
木
叶
州
也
行
為
は
追
い
ば
で
は
な
か
J

た
y

一張

ν

に
r

こ
の
よ
)
f
m
議
論
を
否
定
レ
、
国
際
人
存
諸
条
約
土
的
土
蒋
の
説
法
ヰ
一
認
め
よ
っ
レ
す

ωバ
み
と

υ
一三は、

1
一山直ト
y

な
ツ
ご
い
る
z
ヘ
げ
条
約
の

民
務
が

ι↑
行
規
誌
に
あ
る
と
L
9
る
ヘ
側
、
え
ば

治
問
患
と
な
〉
て
い
る
ヘ
権
条
約

り
コ
五
年
カ
ア
ノ

{REと
事
件
-
歓
升
川
市

の
+
税
務
の
属
す
ソ
円
L
広
供
予
が

股
下
降
一
一
昨
秩
宇
ur

は
引
佐
の
ば
秋
予
で
ち
YNY
こ
す
る
(
例
え
ば

1
h渋
川
民
社
寸
一

1こ

状
川
川
]
共
同
作
法
扶
?
の

に
r÷

川
叫
〆
た

一こ
f
J

ヘr
I
H
f
1
市
下
内

崎
関
連

rる
安
保
回
目
決
議
号
、
問
通
と
な
ー
に
い
ゐ
人
権
M

公
約
し
f
一
均
台

的
円
断
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
仇
清
と
ー
へ
権
宋
約
の
抵
触
を
匹
設
す
る
戸
判
え
ば
白
山
惟
均
約
去
i
H
九
百
@
げ
ベ
ァ
，
車
刊
に
お
け
る
u
ど
引
い
た
れ
円
お
よ
び
口

ハV

日

J
Y
1
J
安
同
一
、
の
志
見
¥
一
、
/
)
ド
っ
た
ア
J

U

チ
の
ほ
か
、
小
山
人
培
条
約
更
地
機
間
内
山
ケ
お
は
諦
J
r
u
h
山
一
わ
れ
九
士
人
品
川
条
約
一
人
間
ふ
じ
て
川
目
す
る
万
一

と
じ
あ
け
、
凶
長
女
悦
即
法
=
子
明
ヤ
国
連
古
平
詰
↓

C
一
条
を
迎
用
rv
る
工
一
は
梓
院
の
乾
凶
外
の
問
訊
で
あ
f
u

と
す
る
守
市
も
ら
り
件
目
。
(

ー
一
不
之
江
が
と
う
た
甘
ん
人
γ
的
U
一
鳴
は
、
わ
り

L
の
ア
プ
口
1

4

十
で
あ
令
。
令
判
決

LT-
の
立
場
を
と
る
快
犯
は
、
従
保
庄
が
凶
収
不
の
平
担
お
よ
む
安
令

の日付

wvuに
有
す
る
ふ
叫
?
な
直
存
宗
一
μ
ス
た
す
に
斗
イ
J

っ
と
は
玉
医
主
ヘ
コ
ロ
内

H
日
位
び
昭
一
刻
ー
ト
日
つ

f
L
U
お
な
山
れ
ば
な
ら
な
い

ぎ子

第

凶
M
h

沢
一
一
羽
)

L

Y

荒
川
ん
さ
札
て
お
り
、
回
速
の
口
的
内

つ
レ
一
し
て
人
権
比
ぴ
生
木
的
村
川
を
い
問
主
寸
一
色
」
う
仁
助
長
打
人
助
す
る
こ
と
に
ツ
い
て
、
出

れ
川
協
り
を
遠
山
!
万
る
こ
と
(
川
む

定
一
呪
)
が
挙
げ
り
れ

t
u
ノ
ル
ニ

2
と
あ
っ
た
{
山
川
百

2
引い川
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他
方
、
木
川
決
は
、
欧
川
人
拡
張
約
会
一
三
宝
引
vry
の
h
で
評
釈
旭
川
ず
る
こ
ト
y

ば
不

τ花
て
あ
る
か
ら
到
際
法
の
問
注
炭
山
を
考
意
に
マ
へ
い
れ
る
必

民
が
あ
る
と
見
ヘ
て
~
刊
行
ノ
」

u
r、
計
り
す
γ
β

よ
び
主
の
す
埼
を
ヘ
ド

K
L、
及
川
人
権
法
円
日
が
同
連
憲
章
第
一
ハ
リ
一
条
を
辺
引
で
き
る
こ
と
を

山
川
昨
今
九
円
t
だ
し
な
っ
爪
州
五
、
生
裁
判
一
介
ど
山
片
一
-
2
4
1
H
山
一
(
ハ
三
久
だ
が
お
川
川
刑
さ
れ
た

t
例
レ
し
ご
は
、

。
~
し
七
ム
の
べ
1
J

ァ
、
ミ
お
よ
び
サ
)
ヴ
マ
8

ノ
対
ワ

ア
ン
ス
ば
刀
事

f
が
あ
む
が
、
裁
け
市
川
は
、
ょ
の
事
μ

れ
で
は
、
ヰ
ウ
一
ー
の
対
ι
翠
と
士
つ
れ
f
d
J

為よポ一同一社
f
l
z
h
R
J

せ
る
こ
ト
y

で
問
州
国
を
処
月
ー
(
木
材

い
出

1
払ノ

mdJ
、
凶
A
J
L
I
早
牢

コ
二
条
の
諭
ρ

に
つ
い
亡
は
内
勤
者
一
川
澄

Lι
一U

決
九
所
ド
、
J

1

忠
悦
の
権
限
お
よ
び
支
町
」
と
い
}
祈
吾
九

im干
を
村

L
T
l
i
+
M
1
J
t

宇
品
一

C
M『
J

。
条
い
州
司
寸
リ
る
判
断
与
一
回
一
昨
ュ
ー
ょ
ん
引
臼
ζ
し
亡
、
~
二
F

ノ
ー
ノ
イ
Y

2

F

(

号
p

三
S
Y
Z
2
3
h
)
い
町
、
双
州
一
人
持
一
裁
判
巧

に
l

p

J

て
は
川
人
権
条
約
は
、
欧
州
の
公
内

。コ一一
L
J
)

に
お
け
る
『
壱
リ
的
f

父
宮
一
pe--宣
言

A
C
E
-
=
ミ
2
ご
さ
三
F

で
あ
り
L

、
阿
佐
芯
単

第
(
ノ
一
去
に
〕
争
っ
て
}
ハ
リ
ザ
法
片
す
ん
い
討
を
排
除
(
乙

E
r
s
J
〈
)
一
ぐ
占
。
会
地
を
認
め
る
先
制
一
を
刊
し
リ
た
く
な
か
っ
た
ム
め
で
あ
る
J

指
摘

y 

芹て

るr

て
の

M
院
で
、

つ
一
一
奈
川
り
団
凶
吋
持
刊
を
γ
し川
F
A
V
2
汀
乏
し
た
ア
ゆ
て
一
ツ
グ
事
引
判
事
パ
は
、
向
川
的
な
判
決
で
あ
る

日
4
一
A
K思
平
ι

笹川

十
示
判
仇
は
、
及
川
人
仏
政
4
1
4
4

お
け
る
戸
迫
害
L

一一層仇一
f

二
二
先
の

h
t
M
川
陪
ん
じ
を
げ
A

し
つ
つ
、

A
U

作
は
阿
久
F
4
立
証
訂
す
る
詩
人
μ
に
当
七
り
な
v

こ
判
断
}
ζ

り
久
保
舟
!
?
へ
怯
の
正
木
原
叫
に
反
サ
ム
仙
主
務
を
山
県
支
に
J
J
f

寸
意
川
出
土
有

L
r、
い
な
い
ζ
の
推
止
J

ヂ掛川コ」

か
っ
、
院
州
人
初
i

条
約
第

五
条
は
基
木
的
八
梓
の
一
つ
を
表
川
Lbj
も
的

へき伝一一三
2

3

2

ア
己

5
2三
一
一
三
三
三
ご

E
Z乙
で
あ
る
が
ま
保
思
決
峠

h
凶
ヘ
ト
は
こ
の
非
正

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

JL向
J
q
明
確
企
F

人三一ド
h
J
3
ま
れ
一
¥
い
な
い
か
り
、
け
伏
誌
は
は
州
人
宅
弘
、
約
治
五
条
乙
抵
村
山
〕
な
形
一
℃
肝
釈
す
わ
w

こ
乙
が
可
UR
と
あ
い
¥
日いい迎式…
v
b
L苧

第
一
口
一
条
を
適
用
j
ご
苅
均
一
一
合
に

3
た
2

な
い
》
い

J
m

jkm比
四
決
差
点
一
五
同
?
へ
の
品
目
心
思
は
、
多
田
右
平
は
、
木
川
以
前
の
附
扇
町
門
前
に
紅
い
、
イ
フ
ク
の
ム
ー
従
お
よ
び
宏
比
の
維
持
に
必
吏

4
あ
ら
ゆ

る
措
置
を
に
る
法
法
子
r
行
寸
品
一
与
一

zzユ
メ
三
号
ミ
オ
)
~
ζ
ム
勿
決
ρ

オ
る
戸
『
)
九
ミ
ド
ト
ょ
L
I
P

周{ア一す
f
J

戸
%
出
引

H
4
-
H
d
p言
及
ミ
れ

て
い
る
「
本
決
誌
の
刷
忠
告
浦
レ
一
口
ィ
一
↑
ノ
ク
哲
也
政
府
苛
桝
ア
ヤ
ド
ア
一
フ
ウ
ー

J--宅J
?

と
米
司
耳
務
長

ι「
リ
J

F

ハ
ウ
工

ν

戸内
C
L
ロ
「

HVFE巳
」
)
が
日
て
れ
ぶ
れ
ー
な
保
月
一
説
」
与
に
一
宛
て
た
一
行
一
ハ
ソ
問
'q
ハU
リ
一
立
日
的
再
開
の
こ
と
で
品
川
ノ
、
パ
ウ
一
ル
凶
務
長
片
山
芦
聞
の
中
~
は
、

一
一
「
ラ
ン
芭
に
政
的
こ
た
凶
こ
の
制
一
一
~
口
H

月
一
れ
れ
に
九
河
川
め

h
t
ぃ
、
ち
y

恒
桧
川
十
は
、
人
的
J

え
の
維
引
い
民
間
L
、
部
隊
の
安
八
主
主
慌
仰
木
オ
と
た
め
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山
広
範
な
一
U
持
J
M

」
引
九
九
州
5
2汀
う
川
志
が
あ
る
J

て
の
中
に
は
、
暴
力
に
よ

2
C
イ
ワ
ク
以
J

出
内
向
一
一
7

ド
長
響
力
ψ
及
ぼ
す
っ
〆
す
ん
島
村
背
LM
が
点
刊
行
も

1':;: 1刊副I究

な
記
J
払U
U
L

ア
ラ
ら
し
〈
U
γ

三
日
町
二
川
市
別
戒
い
、
サ
ボ
M
む
り
汁
F

匂
}
に
め
に
v
b
更
な
諸
活
掛
か
官
三
机
る
一

行
動
、
治
ま
l
り
や
む
を
川
戸
け
な
い
叫
白
手
基
づ
え
抑
也

E
E
E
E
rロ
5
凶
行

2
F
U
M
Y
Z
H
W
R
E
L
2
Z
E胃
E
3
2
4を
}
E
c
-
-
R
E之、
J
O
y

九
J

ょ
の
い
十
に
は
、
そ
う
し
た
勢
心
山
市
ぷ
只
に
刈

T
ゐ
戦
闘

f
一
ノ
ク
円
安
与
一
ヰ
一
脅
か
ヲ
〆
て
い
る
共
呉
川
会
川
コ
」
読
さ
捜
索
、
〕
管
注
す
る
こ
こ
デ
合
L
r
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
傍
山
引
凶
省
、
と
い
う
え
一
一
平
が
や
人
っ
こ
い
よ
っ

}
の
附
嵐
広
門
的
止
決
議
の
六
円
ハ
力
的
一
体
を
な
寸
ム
考
え
ム
旬
、
-
一
も
む
き
、
王
た
、

L
Y
士
く
j

弘
抗
議
本
体
戸
時
帝

日
頃
~
が
r

」
の
附
原
告
江
川
h

悶ア引

お
一
口
比
し
と
い
ん
+
以

l
、
決
盆
抗

五
当
ハ
は

拍
J
久上
U
K
γ

十
む
三
件
企
い
点
一
回
u

h

某
づ
く
抑
留
」
を
行
う
砕
い
T
U
h
J
ぷ
多

ι袷
立
に
什
f
J
J
て
い
る
よ
う

ド

ド

山
U

見
え
る

L
か
じ
、
裁
判
所
品
、
一
い
¥
十
小
川
町
一
訴
は

/
プ
ク
円
台
を
お
よ
む
安
丘
の
維
事
」
1
y

、
い
う
戸
川
を
什
一
(
4
7
る
た
め
の
唯
一
り
]
段

c
し

て

治

安

の

や
む
会
得
点
」
い
辺
自
に
基
ゴ
く
州
自
」
会
話
げ
と
し
る
の
ご
は
な
く
、
む
の

H
的
達
成
の
た
め
の
子
段
の
選
択
石
争
日
人
品
rr
に
委
ね
て
し
る
こ
;
ス

J

ι同
誌
て
山
に
は
関
係
当
事
同
が
同
際
法
い
に
つ
、
久
的
ヲ
h
u

的
主
一

f
t

山
首
圭
コ
、
い

ω
こ
と
、
ミ
ノ
決
一
一
宮
市

f
瓜
い
よ
コ
、
イ
ラ
々
に
お
け
る
人

梓
保
浪
人
4

促
芝
、
:
三
日
沖
パ
p
b
号
ス
ム
れ
式
市
ρ
務
松
長
お
よ
び
「

N
へ
M
I
が
粁
官
拾
mm
にけ一

L
て
戦
い
ノ
一
日

L
異
議
右
目
仁
k

ん
こ
と
を
m
m
拠
戸
、

決
議
人
打
刊
ぺ
六
が
寸
前
安
!
の
止
む
を
日
公
ド
現
制
に
H
h

っ
く
仰
間
一
を
行
、
つ
戎
持
ま
た
は
権
浪
や
一
忽
ノ
ド
九
州
布
川
十
に
吋
I
J
L
X
と
の
鮮
釈
や
一
刷
川
ト
人

L
た
の

じ
あ
るι?

の
よ
う
に
、
本
V
Fぃ

LA辻
、
欧
州
九
椿
故
村
一
凶
に
お
け
る
同
沖
虫
m
u

し
ま
や

υ一
条
の
迫
叫
山
川
慌
が
い
を
悶
任

v
肯
定
ぎ
る

1
C
M叫
F
h

同
伸
一
安
侭
川
什

決
誌
を
寸
一
U
公
川
悦
り
パ
川
川
久
住
条
約
ζ

直
九
川
台
一
人
的
射
釈
す
る
ζ

い
~
つ
阿
武
判
一
地
の
基
太
山
内
立
場
を
町
ら
か
ト
だ
〔
仙
沼
方
、
大
i

刊
川
小
山
門
川
、
市
土
ア
中
さ
平
年

一
心
一
条
町
一
坦
叫
に
つ
い
て
、

m
q
u
m
t
ま
ま
に
!
レ
ず
か
、
ま
た
は
け
に
川
有
一
白
川
択
し
チ
問
題
を

つ
は
刊

υ
一
い
に
い
ぷ
〈

第
は
、
凶
品
一
宮
レ
ム
十
時
吊
一
(

同
ま
は
、
川
連
憲
章
に
川
氏
つ
く
為
坊
と
粧
の
ま
約
い
基
づ
く
義
務
と
が
叫
日
明

f
o

ま
の
法
的
効
尽
の
山
円
一
一
C
4
T
O

坊
主
に
は
、
叫
告
が
怯
J
A
F
L
-
ζ
定
め
る
院
先
す
る
」

ν

は、

HK
ぢ
の
た
お
を
侃
尚
ド
サ
る
三
と
か
註
院
せ
ず
、
長
汗
ぃ
r
の
持
活

c
目
J

けが

門
会
先
週
川
市
さ
札
る
こ
と
を
忌
味
ず
る
い
と
h
y

凶
連
h
山
川
出
刊
が
引
占
有
の
4
J
K
務
に
仇
っ
て
ノ
イ
助
活
ノ
ノ
U

均
台
、
ー
出
は
、
後
者
の
義
務
の
述
ば
と
し
一
勺

通
常
で
あ
れ
ば
旬
、
つ
は
「
内
同
不

HHJ守
れ
わ
会
M

j
鮮
さ
れ
ゐ
が
、
山
い
見
は
、
そ
の
こ
と

二
得
点
川
l

阻
却
な
し
し
点
打
阻
却
-

わ
根
拠
で
あ
る
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河
山
一
寸
叶
芳
明
ペ
ノ
三
条
引
法
的
効
来
レ
一
ご
に
決
法
刊
が
川
到
さ
抗
心
ん
い
j
d
l
一
、
対
述
I
去
早
い
U
K
ぺ
丈
制
裁
て
あ
る
レ
一
い
つ
宇

中
J
t
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あ
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、
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ら
れ
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↓
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菜
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近
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叫
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〆
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範
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が
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さ
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菜
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す
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れ
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、TJH仲間
cニ
乙
と
ヴ
ノ
一
ア
(
グ
セ
7
2
h
H
主
主
が
花
柄

γ

Q

よ
う
に
、
そ
も
そ
も
、
安
m
A
却
が
伝
的
拍
円
以
心
の
あ
る
決
議
い
よ
り
武
力
紛
勺
J

エ
「
遁
斗
の
吃
閉
山
お
よ
び
終
間
企
決
疋
ー
す
y
w
p

〕
y

は
で
え
な
い
こ
考
え

¥
ノ
¥
ノ

は
弐
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「
ら
れ
ス
ω

す
な
わ
ち
、
可
保
月
が
玉
沖
よ
】
詐
」
干
弟
七
平
に
基
づ
き

h
す
る
法
山
県
は
相
批
設
の
も
の
で
は
な

j
¥
少
九
%
く
と
J
り

ヱ
際
以
内
日
強
行
規
科
ド
ド
ロ

1':;: 1刊副I究

ア
る
拾
置
を
l
y

る
こ
と
は
で
ふ
一
士
い
(
強
4

返
範
ド
一
違
反
ヲ
全
つ
人
士
王
府
は
知
、
効

rあ
る
}
レ
去
、
ん
ら
れ
て
い
一
党
亡
し
ー
¥
武
力
紛
子
山
ヤ

4
沼

μ、ι去
の
か
川

戸
(
式
刀
紛
争
J
U
O
泌
沼
町

J
布
一
円
J
お
よ
吋
ノ
終
期
}

ff-
伏
!
t
j
る
呪
引
は
、
ぬ
れ
規
犯
の
M

二
府
民
全
有
す
る
と
右
ス
ん
か
け
れ
ば
な
ー
と
ー
な
せ
な
い
り
、
す
れ

右
前
争
前
(
戦
時
ト
占
領
止
を
青
む
)

手
一
桂
川
成
す
の
山
由
対
刑
内
中
い
は
回
一
也
的
に
ド
の
対
叫
U
そ
れ
い
一
)
ち
す
る
m
r
は
叫
}
字
、
強
行
間
対
幹
の

刊
引
を
も
っ
刈
川
叫
が
今
川
ま
れ
て
1
d
b
F
は
町
、
円
か
で
あ
ゐ
、
そ
れ
4

も
か
か
わ
ら
ず
、
4
F
ハ
ん
紛
争
t
仙
の
法
以
ぱ
能
性
白
休
士
山
討
す
古
川
問
問
が
打
」
山

規
花
f
l
一
u
r
J
q
る
な
ら
ば
、
斗
山
内
一
司
戸
内
市
川
り
へ
山
膏
山
れ
ぞ
安
保
主
決
議
に
一
ふ
二
一
丸
武
力
紛
各
法
的
人
件
止
は
可
能
件

C
件
を
r
口
止
J
、
そ
か
f

に
戸
の
っ
て
、
氏
刈
紛
争
比

の
い
川
一
川
行
い
円
九
以
北
に
る
竹
規
則
の
迫
川
キ
官
除
で
き
ふ
こ
と
に
な
)
、
不
合
別
だ
庁
、
り
で
あ
る
の
号
、
)
だ
l
y
工
、
プ
川
ぱ
、
ザ
火
山
昨
岨
決
4
M

玉
川
}
f

江
市

み
を
机
拠
に
ノ
ー
ソ
7

4
領
が

パ
ロ
凶
九
ノ
円
一
口
J
王
と
に
終
了
し
た
と
芹
、
ゴ
一
七
辻

L
き
な
い
J

情
的
に
は
、
ト
l
担
こ
は
犯
沈
日
い
の
い
L
i
z
に
一
孔
己
、
強
制
門
ケ
れ
わ
れ
一
7
w
も
の
で
あ
れ
、
領
域
何
の

心

m

日
壬
に
長
っ
く
外
回
軍
隊
の
は
併
と
そ
こ
に
お
汁
1
Q
政
府
げ
μ
ん
の
J
F
J
況
は
占
臼
で
は
ぷ
い
と
公
つ
え
九
れ
て
い
る
に

ま
之
、
ク
ノ
の
J
A
i
仰
に
ぺ
J
い
て
は
、
i
J
L
γ
J
h
、

J山戸戸、

I
f
-
-
、

一
/
J
C
川
λ
r
f
ハ
h
y
し木の

r

ヲ
ノ
ク
川
口
定
政
府
は
、
イ
弓
ク
需
の
/
体
香
寺
別
的
に
文
相
川

1
て
は
お
ら
ず
、
ま
れ
、

f
フ
ケ
八
尺
に
よ
る
選
挙
存
泊
じ
ず
に
借
問
主
れ
た
政
山
で
も
な

ミ
ノ
一

治

r
f

ム
ゲ
の
た
め
、
川
「
汚
の
イ
ラ
ク
官
た
政
川
は
、
イ
ラ
ク
と
い
う
vz

い
ぶ
か
代
立
す
る
託
怖
を
自
1
〆
て
お
ら
ず
、
何
百
た
は
泊
か
戸
内
の
要
誌
は
九
市
民

1
J
J
司
さ
や
一
年
h
v
~
J
「て

JLこ、

l

p

d

t

f

コ
ナ
ー
カ

J
/

一
円
三
-
何
十
r
f
ハ
ニ
ハ
ソ
U
M

こ
の
'
士
一
副
ド
よ
れ
ば
、
J
ヴ
ク
占
記
子
終
了
/
た
の
は

型
C
は
な
く
、
イ
ラ
ク
一
誠
公
選
挙
が
れ
わ
れ
れ

一
ひ
っ
丘
汁
一
月
ま
た
は
遅
?
の
結
r
F
J
受
け
て
訣
ノ
ム
か
招
集
戸
れ
丈
同
色
れ
円
r
以
降
で
志
る
と
い
も
1
0

J
U
L
P
)
の
で
つ
に
考
え
る
こ
〈
が
で
き
る
ー
す
れ
ば
、
マ
ル
白
ン
一
一
ノ
ダ
げ
ん
が
可
禁
さ
れ
こ
い
と
期
間
の
う
L
T
U
Y
な
く
と
も
部
に
ハ
し
ご
は
、
武
力

初
予
法
(
戦
七
吋
山
知
山
、
7

か
]
旭
川
ペ
れ
る
決
告
に
ー
あ
J
た
こ
と
に
な
る

}
の
よ
う
に
イ
ラ
ク
一
山
慌
が

。fLVに
t

六
司
一
ヘ
ノ

H
ま
で
h
h，J
し
み
/
と
い
λ

見
解
に
対
し
て
は
、
学
兄
ヒ
怯
々
な
批
日
が
為
る
む
な
く
y

も
、
デ
ザ
叫
に
お
い
て
什
の
一
で
う
々
批
判
が
ち
る
F
E
に
狩
み
れ
ば
、
万
一

q
Rに
渇
す
る
刊
十
九
九
埋
山
口
ゴ
げ
は
あ
ま
り
い
J
り
清
涼
寸
つ
ぎ
る
、
と
ど
仁
、
沖

市
ワ
け
の
当
出
は
別
L

一
て
、
い
で
f
れ
?

C
C
凶
イ
斗
ハ
戸
d

)
ま
で
に
終
了
J
J
、
と

ν
つ
の
が
本
件
に
お
け
る
し
以
川

J
一
ブ
ク
」
出
向
は

人
梓
戎
山
門
が
の
判
断
で
品
り
、
~
の
判
断
は
、
?
λ
明
入
、
判
判
変
更
か
さ
れ
な
L
限
い
け
、
同
裁
判
丙
に
付
託
さ
れ
も
事
MFI
に
お
い
ぐ
白
河
と
し
て
の
掛
川
能

~tl 

J' 
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を
果
丈
Ja

こ
ム
に
な
る

次
に
、
前
記
川
れ
刊
誌
一
荷
主
主
i

ト
オ
山
り
紛
争
L
F
r団
用
さ
れ
ゐ
と
仮
定
し
ん
為
刊
の
議
論
」

ボ
」
つ
い
て
は
こ
の
よ
去
に
か
恒
す
れ
ぽ
ょ
い
と
ろ
〕
か
。

占
沼
田
が
hk
ぃ
上
の
羽
町
?
U
L
甚
勺
く
抑
母
子
わ
う
義
務
が
武
力
、
モ
パ
ヘ
仏
l

↑
存
伝
し
な
い
こ
こ
を
拾
罰
七
人
一
政
判
川
の
h

}

作
芯
請
は
、
そ
の
掛
己
H
を

埋
併
す

??τ
肉
体
が
か
な
“
阿
雅
子
ム
る
じ
寸
J

午
わ
ち
、
事
軒
以
触
の
山
必
は
、
マ
ハ
し
な
け
れ
ば
な
ふ
な
い
一
〉
い

F

法
註

(
α
)
と

V
A

し

て
は
な
内
な
い
と

Lnノ
現
前
ヘ

3:
ー
の
抵
触
、
義
務
引
仕
掛
、
の
場
合

f
け
E
な
く
、

川
一
ー
し
て
は
な
け
な
い
」
と
川
、
，
規
範
(
?
)
と
「
X

Jr、
一
杯
い
乞
い
え
ノ
切
符

τ
/
)

と
の
問
に
も
崎
合
一
い
も
ん
1

〆
一
件
司
令
(
料
、
規
担
ー
モ
ド
規
担
ー
の

d

〉一
3
、
キ
之
は
t
l
f
t
t
y
f
h

い
つ
μ1-mhr

山
山
川
?
な
る
一
、
J

内
現
桁
を
同
川
じ
適
用
可
る
こ
I
Y

は
不
ロ
ペ
引
で
あ
る
か
り
!

いJ
一
札
川
場
合
に
お
い
て
も

α
か
ヲ
、

7
カリ
vr

の
い
ヲ
れ
を
日
旭
川
υ

す
る

り
か
今
止
ー
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

京
洋
ご
片
じ
て
し
る
周
純
一
北
帥
は
円
為
甘

7
y

欧
州
-
人
怜
条
約
問
h
朱

項

r
h
y
J
4
7ス
ヴ
常
刊
誌

川
町
弟
七
八
ゑ
す
の
抵
触
、
で
あ
る
内
、
ァ

L
、
女
刊
所
カ
本
判
決
で
込
べ
と
い
る
の
は
、

の
む
附
戸
、
の
却
ノ
軒
択
一
一
肌
が
1
7
L
い
な
い

-J

叫
り
紛
争
i

ょ、

1

戸
川
区
刊
は
山
叙
だ

v
お
い
て
安
全
の
理
由

l
基
づ
く
灯
月
間
を
川
J

わ
右
け
れ
ば
士
ら
な
い
L

ーム

ご
し
の
い
、
川
の
ロ
布
と
の
規
範
折
触
が

ι
L
t
い
る
こ
と
を
十
定
し
と
は
い
な
い
-
む

L
ろ
、
「
自
力
人
道
仕
上
、
仰
腎
は
ト
一
住
民
炉
心
J

刑
法
悦
丸
一
は
在
〈
、

最
後
円

7
え
の
け
引
恒

(
2
3
1
{
ゆ
え

F
Z
3
1
2
↓
)
と
9

J

一
二
日
南
つ
け
ら
れ
γ

に
い
る
判
決
お
、
戸
、
、
七
羽
ん
の
円
以
伐
つ
一
丈
)
と
述
~
へ
と
い
る
ヲ
と
か
、
ι

ァ
れ
ば
、
「
し
向
凶
が
京
、
干
の
州
内
片
円
基
づ
く
昨
日
凶
を
打
、
つ
ご
と
J
早
川
伝
の
手
段
1
y
L
3計
存
さ
れ
て
い
る
と
考
、
叫
ん
に
い
る
立
ず
で
L

あ
る
つ
ま
り
、

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

訟
判
明
小
川
児
併
に
よ
れ
ば

hkh
一
の
出
向
に
雫
づ
/
、
抑
山
れ
は

{
、
住
民
有
か
た
一
基
づ
く
台
以
内
υ
な
ヂ
口
、
ケ
?
ン
ョ
〆
措
望
日
ペ
ゾ
μ

ら
れ
る
砧
合
ま
爪
晴
元
)

い
か
な
る
川
崎
合
じ
も
計
予
れ
公
い
し
い
う
友
松
〆
欧
州
人
権
条
約
一
的
斗
朱
↓
乳
」
し
、
「
ト
け
い
雨
池
心
お
い
こ
は
、
d

司
令

i
円
理
由
に
や
づ
ノ
、
仰
向
明
片
山

収
伎
の
]
段
j
L
て
で
あ
れ
ば
司
汽
れ
る
」
ー
と
い
ろ
前
副
(
ジ
子
不
行
部
凶
朱
約
第

t
八
条
)
と
の
田
川
一
ー
ー
で
れ
を
「
出
削
と
伊

J
か
1

一
ろ
か

は

引

し

目

前

行

J

む
な
え
い

h
Z
い
が
f
J
ν
f
い
る
は
ず
で
あ
る
一

J

か

之

裁

q
f
は
、
何
の
良
川
叫
も
小
す
P

一
と
な
く
、
前
布
の
河
誌
を
悦
U
追

閉山
l

v

J

ムぃ

判
決

t
川
一
ド
的
に
lh
勾
れ
て
い
な
い
レ
は
い
、
ぇ
、

こ
の
よ
つ
な
問
阿
Lr

下
す
以
、
裁
判
'
い
た
td
の
「
一
畑
山
い
に
は
円
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
川
引
い
一
市
的
に
記
屯
さ
れ
て
い
れ
で
あ
ん
う
を
の
根
郡
を
引
い
は
丈
?
っ
読
み
ー
と
る
こ
と
が
回
K
忙
な
の
で
去
る
、

こ
の
バ
に
つ
い
て
は
、
此
刊
一

μ
が
判
決
絡
む
〕
羽
ご
州
市
仰
い

L
に
い
る
の
は
日
陪
人
告
、
比
一
剤
約
戸
内
川
人
寄
託
約
第
育
条

市
)
と
出
刈
紛
争
一
凶

取人法羊)fi3 (2 --')~í~1 ~お r~(ll':L 7 J 
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規
信
三
ン
日
杯
、
時
給
刊
条
約
iu一
叩
七
九
品
川
「
約
恒
蛇
の
川
想
ご
は
な
く
、
あ
く
ま

l
y
u
ギ一主
U
苧
ン
士
、
ノ
一
条
の
枠
刊
で
の
議
論
合
、
一
一
、
い
る
に
「
品
き

な
い
l
l
l
武
U
J
W手
法
記
副
て
の
も
の
の
組
問
川
ば
、
木
什
ご
は
王
張
三
れ

C
い
な
い
の

L
問
題
ト
一
し
な
い
、
ー
と
の
刊
附
キ
一
!
一
千
J
I
l
l
司
信

T
ベ
?
ヂ

も
し
れ
な
い

寸
な
わ
v
h

、
判
決
前
/
ゾ
シ
地
の
門
戸
初
nr
一
J
~
で
お
べ
片
山
れ
ど
い
る
F

一
ど
を
若
平
副
れ
ケ
J
つ
つ
主
淫
ー
ヲ
九
ぱ
、

1
人μ
保
一
片
山
議
一
ー
バ
以

人
の
品
川
j

バ
泊
は
、
し
山
川
一
円
前
一
五
一

に
よ
h
各
一
同
争
以
引
に
刻
、
〕
一
、
を
ち
れ
に
一
抗
措
沼
市
そ
再
確
認

τ、
い
る
、
ノ
ム
決
議

平ご

夕
、
な
邑
れ
た
い
な
市
の
一
川
停
に

は
、
そ
れ
に
先
ハ
h
パ
議

凶
八
一
で
1
p
本
語

L

N

A

一Lr寸
人

ぞ
れ
一
つ
の
同
〔
リ
不
同
お
よ
門
誌
八
回
]
が
清
川
寸
前
九
ホ
凶
持
法
に
と

っ
き
Iド
y

砕
い
仔
〆
一
〕
て
心
す
る
住
民
、
高
伴
お
か
作
義
務
」
を
行
使
宇
ゐ
一
と
も
八
百
d
t
ご
し
る
示
品
ド
は
、
決
議
王
耳
六
に
北
づ
一
号
、
一

c
v
u
J

一

J

イ1
1
!
十
L
r
j
J

〔
刊
日
汗
も
、
こ
の
ト
門
泊
沼
と
v
v
L
有
L

一
ヲ
ム
勺
義
務
か
け
下
心
す
え
誌
を
員
っ
、
い
た
、
ノ
〆
ん
ご
の
克
務
は
t

安
保
刊
決
議
に
主
づ
く
義
務

で
あ
匂
か
円
、
凶
伸
浩
一
一
円
γ
第
心
二
条
に
よ
ね
、
凹
也
市
↓
守
口
川
庁
内
同
係
協
定
〆
欧
山
川
八
惟
条
約
合
今
む
~

γ
主
つ
刊
誌
、
ワ
仁
川
夜
九
す
る
、
か
し
と

が
っ
て
、
一
正
法
制
口
に
し
ご
有
す
る
義
務
」
の
巾
に
安
々
的
再
出
、
M
A
一
ヴ
¥
仰
向
初
会
わ
一
三
一
主
務
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
を
吠
♂
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、

t
v
円
亡
七
仁
奇
心
一
り
ま
川
J

木
刊
に
お
い
て
武
力
内
初
予
辻
}
の
社
必

τ
一
川
内
芥
の
長
持
)
の
沼
田
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

あ
く
ま
引
も
タ
保
直
村
山
一
請
の
地
巣
t

よ
る
も
の
一
じ
品
り
、
決
心
扮
rず
川
山
い
そ
の
も
の
の
遊
山
が
同
出
と
な
っ
て
い

ω訟
で
は
な
い
、
ー
と
い
う
こ
と
で
あ
る
つ

武
h
M
紛
争
エ
円
そ
の
も
の
の
浩
司
が
Rud
返
υ
f

ウ
旬
、
ト
ノ
人
公
し
の
は
、
夫
石
は
甘
か
ぐ
川
を
す
ほ
し
な
か
J
J
J
か
仏
、

と
レ
、
つ
の
子
裁
判
一
へ
の
刊
封
工
あ
ろ
う

た
丈
J
、
ロ
ィ
一
孜
川
が
本
当
f

、
そ
れ
を
↓
下
ー
張
工
主
カ
つ
人
一
め
か

ワ
ま
り
、
長
河
政
市
の
主
川
町
に
1
J
い
て
の
及
判
↓
川

m
U将司
h
v

言叩
jhv
ど
う
か
じ
っ

J
r

て
は
時
間
が
な
、
e

況
で
は
な
い
〆

ま
た
、
裁
日
?
"
…

r、
が
比
企
?
の
利
川
市
川
に
事
っ
く
判
山
首
オ
Lhh
、つ

院
山
肌
L

な

し

一
昨
引
」
C
は
な
¥
義
蒋
」

の
心
仲
間
を
中
日
誌
に
し
む
の
は
、

2

J
涜刊
h

ふ
う
に
、
裁
判
所
の
江
川
断
、
~
は
、
川
辺
害
-
4
E

前

。ニh叫
ん
の
通
川
は
江
古
川
の
五
肢
の
場
合
に
限
ム
れ
る
か

つ
で
め
ん

F
r

紅
い
山
手
込
山

っ
こ
市
引
を
ご
の
で
7

同
一
閉
山
す
る
こ
と
か
川
町
能
だ
と
L
9
れ
ば
、
哉
、
叫
が
前
一
正
川
の
注
味
で
の
規
花
抵
触
今
一
間
也
に
し
な
か
~
J
た
の

日
、
英
国
以
有
が
そ
の
よ
う
な
長
札
~
、
引
規
紅
低
投
に
つ
い
ご
院
に
ぽ
か
っ
J
点
刊
に
お
け
る
武
力
、
V
F次
世
一
一
判
ぞ
の
ち
介
内
浦
町
を
二
収

な
か
っ

f
ー
ー
か
ら
で
あ
け
、
武
ー
一
万
九
四
千
時
に
お
け
ゐ
抑
留
e

拘
禁
の
山
坦
に
つ
い
て
、
武
心
粉
争
せ
で
は
な
く
欧
叶
人
昨
条
約
州
市
五
条
を
寝
光
地
川

ず
ゐ
こ
の
同
州
を
し
た
烈
と
は
な
い
、
ど
に
λ

こ
と
U
J
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
じ
も
ち
λ

ん、

ー
ず
れ
l
ど
も
、
本
件
拘
全
一
日
高
U
J
行
わ
め
た
J
m
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叫
引
い
お
い
て
門
前
状
J
r
J
2
4
i
〆
合
十
っ
た
ト
y

い
ノ
の
が
本
判
ム
可
へ
の
川
氏
叫
舟
で
あ
川
、

E
h
紛
争
法
工
}
司
内
書
の
淀
記
}
h
v

(
玩
似
回
目
決
議
の
幼

呆
う
と
し
て
、
河
川
市
さ
れ
ゐ
こ
と
を
仮
定
し
た
上
で
北
川
子
"
が
論
じ

L
U
る

凶

は

(

判

民

弟

、

川
λ

山
第
4
4
T
以

τ
の
人
》
(
支
出
C
2
2
2
4
官、

E

5
2
J
4
4
5旬

:Ih卜
の
ー
一
文
字
て
は
、
ん
出
入
「
山
ご
あ
{
ニ
と
は
三
つ
ま
で
も
九
%
い
、
一

↓山ド
υhw宇
品
に
お
け
会
出
向
回
拘
材
A

の
問
題
は
、
武

1
1吋
争
J
↑
規
範
と
国
際
人
作
法
混
乾
の
抗
触
が
も
っ
と
も
阿
撃
な
民
で
現
れ
る
問
苫
領
峨
の

つ
712m
スザ

す
な
わ
ち
、
武

h
効
勺
法
上
、
武
力
紛
令
当
事
同
は
、
ー
安
全

i

が
ふ
れ
ば
い
U

口
同
併
比
け
い
ま
た
は
占
汚
れ
一
の
人
民
に
対

A
r
M」
品
行
定
ま
れ
は
抑
川
河
内
措
置
を
と
る
こ
ー
カ
で
き
(
/
ン
コ
支
?
持
刈
久

ι日
前
川
久
ぺ
ん
お
品
川
υ
第
一
七
八
之
さ
、

F
J
に
、
臥
力
の
川
刊
誌
間
同
に
つ
い

y
、
は
、
安
全
川
崎
山
が
あ
る
こ
と
を

A
則
一
:
伯
区
耕
一
?
?
な
ノ
¥
川

r
戦
闘
同
r

で
あ
る
し
y

い
う
だ
け
の
抑
出
仁
よ
け

4
R
u
h
w
h
T一
終
了
誌
で
州
事
と
し

刀、抑
ω叫
す
る
一
」

5
1
1一
に
、
れ
る
♂
ジ
ず
れ
ウ
第
一
条
約
問

h

主
他
方
、
出
際
人
培
枕
上
何
百
ハ
は
品
川
州
人
住
奈
川
h
f
は
世
人
の
抑
留
が
ポ

存
さ
れ
る
の
は
弟
n
v
t

一
耳
円
与
す
に
列
挙
さ
れ
に
し
い
r
山
じ

d
コ
サ
る
喝
令
に
W
A
Pつ
れ
、
安
宅
!
の
絶
対
的
鴨
川
山
一
デ
あ
の
シ
い
与
だ
け
て
伺
人
元
一

灯問問ぃ一ソヴ
ω吟

E
は
許
さ
れ
て
お
、

Jず
、
ま

r、
JH山
権
上
則
的
第
九
条

市
川
、
で
は
「
訟
よ
一
守
的
?
ふ
L

灯
問
問
が
禁
1
ら
れ
に
い
る
叫
円
い
か
任
説
的
に
つ
I
V

て
は
、

い
戸
際
司
法
裁
判
叫
が
一
九
J
パ
六
汁
の
枝
、
件
一
位
[
門

γ
成
嚇
出
合
法
竹
山
一
可
作
伝
J

古
↓
目
見
一
与
し
て
、
ふ
A
E
M
Hに
な
三
〈
叩
の
手
挙
手
話
じ
ん
人
j

一E
H

勾
中
い
ぞ
の
判
断
熱
止
、
か
特
別
ば
と
る
武
川
給
予
民
に
受
注
ね
ら
れ
て
い
る
と
判
断
注
工
人
土
、
つ
に
か
か
怠
γ

ど
↑
ど

摂
規
約
一
話
六
条

市
γ

の

44Fμ
心
「
り
一

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

あ
る
A
U
Y
う
し
?
の
判
断
基
仏
ー
が
武
力
紛
千
は
に
委
ね
つ
れ
て
け
ゐ
l

一mnJFJ
一
円
ヲ
ノ
パ
一
戸
工
に
よ
っ
て
ぷ
ん
紛
芋
法
よ
一
の
抵
触
を
い
れ
P
E
4
v
乙
二
と
も
り
前
「
あ

わ
w

が
、
欧
州
人
権
灸
一
一
円
の
「
予
合
は
そ
う

γ一J
肝
釈
の
余
地
も
な

ま
と
、
欧
州
人
桁
条
約
守
山
灸
は
、
第
一
l
h

告
に
北
一

7
Lプ
ロ
ゲ
ン
一
一
一
ン
が
司

能
、
ふ
条
項
の
一
つ
て
は
あ
る
が

JJ
一
、
イ
ラ
ク
1
川
ハ
ー
の
よ
与
に

-
つ
の
意
川
市
〕

γ
よ
〉
ご
い
J

で
も
撤
退
問
能
な
、
国
外
で
の
官
事
行
到
の

l叶
ふζ
;k 

五
条
町
定
の
唆

l
J
勺
一
泊
丈
す
r

ど
が
で
足
立
9
7
ロ
ゲ

l
ン
]
ソ
/
が
叶
存
さ
れ
な
し
場
合
当
え
る
と
b

時
A
E
に
は
、
消

託
、
同
は

イ
一
プ
ケ
I
ド
グ
点
の
w
y
j

に日ア

u
r

ン寸

ム
ヨ
一
子
守
と
ふ
な
か

r
L

、，

tiノ行
ζ
J
q
t
ば、

J

口
F

ノ
ン
一
三
ノ
に
小
司
令
卜
日
出
輸
出
向
避
も
で

3
な
い

に
ん
ゆ
る
り
勾
ら
に

仮
f
~

ザ
ノ
リ
ゲ
l
シ
ヨ
ン
が
一
川
能
だ
レ
コ
I
J
色
、
ザ
づ
け
ハ
ケ

l
ン
ョ
ン
片
目
は
「
事
告
の
緊
主
刊
か

H
に
£
虫
と
ず
る
京
支
に
お
い

じ
」
二
示

有

条

項
)
の
み
司
さ
れ
る
の
と
ふ
り
、
式
力
紛
手
j
し
よ
叶
う
れ
て
い
の
一
手
へ
て
の
品
川
町
占
を
デ
ロ
ウ
ン
3

〆
に
よ
っ
て
カ
ハ
で
戸
む

か
v

ミ
i
d
h
d
ほ
μμ

か
で
は
な
い

の
よ
う
な
一
問
説
会
山
棋
に
つ
い
て
以
叶
人
権
投
川
げ
げ
が
Y

の
よ
J

な

v
渇
去
し
ご
ゐ
か
は
訂
吊
に
興
味
涼
い
ー
で
あ
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る
H
m
v
前
述

υ心
底
也
い
よ
)
、

5

ド
判
ネ
ハ
は
p

」

市

υ
河
川
型
に
什
い
て
山
川
市
と
し
r
、
さ
え
何
の
判
断
も
卜
戸
G
r
コ
J
J
Y
評
匹
、
二
、
お
丸
、
の
が
同
日

1':;: 1刊副I究

2
で
あ
ん
う

F
I
、
~
こ
M
m
v
L
L
ご
さ
2
2
同
E
h
L
ヘ
ニ
r
同
ニ
2
3
h
N
M
(
2
2
C
H
H
S
M
斗
口
出
】
m
z
m
士
、
H
h
M
M
L
n
]
E
R
M
M
プ
ミ
)
:
〆
℃
℃
Z
c
v
u
J
2〕日
H
C
m
?
己
主
U
2
F
叶
コ
テ
~

三
二
本
稿
で
参
山
ま
た
は
引
刊
刑
す
る
欧
川
人
、
権
故
判
明
の
判
日
お
よ
む
以
也
は
、
裁
判
所
の
去
八
ウ
T

プ
け
ノ
ペ
h
山
門
の
工
{
ィ
ヨ
戸
午
F
A
o
r
ヌ

E
E
¥
¥
己
E
長
℃
民
}
川
r
S
E
F
¥
己
主
巴
寸
¥
y
c
m
月
F
w
吾
、
r
r
H
M
W
H
Y
C
C
2
E
)
J
ウ
り
一
ヘ
7
し
た
一
ー
ー
は
い
で
み
び
ー
は
J
t
r
L
引
引

t
る
慌
に
は
も
事
件
乙
、

欧
州
人
程
な
判
所
の
川
決
M
M
決
乙
、
ふ
る
戸
}
I
J
川
口
明
記
r
h
f
Z
児
、
ト
人
出
日
山
ト
)
の
場
合
ほ
主
丸
山
町
ん
一
C
E
コ
ハ
ご
ご
ヨ
吋
足
立
、
九
円
只
パ
山
討
の
川
句
人
川
は

何
円

Z
出
(
2
2
2
可
二
、
平
J
書
い
勺
(
ぜ
っ

1
3
1
判
決

ι
は
だ
の
別
一
r
f
宅
三
コ
2
2
2
こ
、
川
決
九
Jぷ
柄
引
千
ト
J
戸
、
引
山
之
一
q

今
一
味
骨

サ
ヘ
主
主
(
乙
)
の
問
h
r
記
+
叫
す
る
)
な
お
、
工
戸
~
E
X
A
《
一
《
片
付
2
7
y
t
へ
の
取
認
ア
ク
七
ス
h
は
、
ー
一
ヲ
ベ
て
本
一
一
明
松
山
円
(
一
口
一
二
午
立
月
一
。

日
J

こ
去
る

{
2
〉
人
憎
む
士
川
r
主
主
治
]
[
刊
の
保
持
η
ι
7
め
の
条
札
行
ご
ミ
z
r
E
F
Z
川
中
?
五
去
さ
己
主
ニ
コ
E
5
一
向
山
千
一
7
4広

}
E
ニ
コ
ヨ
ハ
一
A
2
3
d
h

?
2
号
E
M

円
0
2
3
5
ロ
2
5
5
品
2
p
r
Z
L
E
M
-
r
コ
2
5
】
も
主
F
m
-
F
2
5
1
2
去
2
2
z
r
士
、
欧
州
人
世
条
約
内
一
L
丈
は
ず
へ
出
お

よ
い
小
プ
フ
ン
ス
一
」
百
で
あ
り
、
ま
た
、
作
叫
が
凶
が
J
L
一
事
回
)
な
っ
て
v
る
条
約
で
は
f
J
い
の
で
弘
主
訳
J
h
h
L
什
ど
公
勺
木
杭
に
お
け
る
司
一
条
約
の

日
本
一
語
訳
辻
、
興
協
同
也
・
小
L
F
一
彰
編
弘
~
れ
五
一
同
派
条
約
県
一
〔
二
版
」
{
有
斐
問
、
一
行
一

I)
一
仁
心
一
仁
丘

iH
に
渇
載
F
C
れ

て
し
f
v
ず
り
ト
川
次
っ
た

-
l
f
本
判
決
む
は
、

P
P
L
¥

の
身
同
士
山
由
れ
か
す
円
山
肌
す
る
百
ノ
了
}
て
、
A
仏
丘
、
吉
へ
ム
ハ
コ
ぎ
三
号
↓
三
戸
内
v
号
↓
E
C
G
-
叱
お
よ
び
5
2
-
r

Z
}
司
令
コ
ニ
ィ
E
f
E
4
2
5
コ
5
2
2
号
戸
時
一
一
l
p
い
為
一
つ
の
訴
が
刈
い
ら
れ
と
い
る
口
弘
よ
か
凶
が
か
市
枯
し
て
い
れ
ω
長
約
の
ヨ
木
山
公
主
訳
で
は
!

い
す
れ
的
4
E
J
h
u
一
昨
白
」
と
訳
さ
れ

O
こ
と
が
多
い
判
べ
ば
、
市
民
的
及
f
u
町
、
合
的
体
利
い
悶
す
ゐ
同
際
規
約
(
内
山
梓
規
約
/
第
六
条
内

J
一
E
E
C
P
V
ロ
占
E
r
g
r
E
W
M
や
戸
駅
伝
川
事
故
告
訴
に
R
F
L
?
マ
川
況
が
前
九
九
条
一
項
…
の
ム
町
一
z
z
E
O
H
f
h
F
Y
3
5
口
一
は
一
川
腎
L

と
問
え
れ

て
お
り
九
叫
九
一
立
ン
J
人
:
ヴ
信
一
条
約
(
川
河
虜
待
遇
条
約
~
抗
争
告
に
お
け
る
昂
婦
の
山
川
1
-

ャ
、
武
力
抗
争
当
手
町
が
つ
同
泊
7

域
内
手
た
は
円
相
池
f
ト
ぃ
ρ

い
と
十
民
主
1
r
m
叫
丑
!
?
れ
つ
3
打
、
7
2
人
民
の
い
れ
河
川
(
九
州
九
イ
百
人
ン
ユ
不
l
ヴ
箭
内
わ
た
約
(
l
十
人
民
保
主
河
川
条
約
v
~
市

内
一
}
凶
一
条
、
帯

t
八
条
の
味
語
は
、
ヨ
ハ
コ
ご
2
5
吋
一
三
「
あ
れ
コ
九
ノ
ナ
j
L
、
回
路
市
山
下
誌
が
h
一
昨
に
関
す
る
ロ
マ
克
立
品
六
わ
一
丸
木

戸
一
明
の
よ
う
に
、
ム
F
E
E
S
-
k
r
E
C
A
尚
一
を
拘
禁
L

と
計
十
河
も
あ
る
外
交
同
係
F
一
[
m
L
7
7
0
ウ
ィ
シ
糸
約
市
九
長
一
じ
も
、
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主
主
J
4
2
2
4
2
二
一
色
f
L
5
e
2
Z
Z
E
一
三
手
2
5
}
言
ニ
ー
は
「
れ
封
ソ
J
M
抗
禁
!
y
l
B
5
れ
一
丸
山
る
一
た
お
、
的
成
に
対
〕
ご
叫
川
町
一
以
川
1
と
i

子、

科
さ
れ
る
一
拘
日
L
(
)
ン
L
ネ

l
ヴ
佑
二
条
約
第
九
へ
μ

本
ど
や
ト
間
生
〕
一
円
州
問
誕
の
た
め
じ
υ
わ
れ
る
山
林
パ
へ
戸
第
一
一
(
条
項
¥
は
、
託
、
が
入

で
は
い
す
れ
も
A
E
巳
E
E
E
w
ぺ
、
ァ
ラ
ン
ス
清
λ
ご
は
山
告
の
約
M

に
が
れ
r
E
E
E
阿
へ
、
持
主
的
判
主
L
か
A
E
W
F
H
E
2
2
2
E
阿
武
宮
ヘ

円
」
あ
る

アル・ジェ γダ主J共1>:当?十

「

J
本
法
上
、
拘
禁
一
と
「
抑
留
の
百
は
、
叶
ェ
、
市
開
設
、
同
一
一
八
条
項
、
川
事
評
ぷ
法
前
二
刀
長
な
ど
と
市
い
ら
れ
工
お
り
、
ぷ
の

ま
昧
に
つ
い
し
は
、
「
逮
拍
に
引
ふ
一
続
く
身
制
の
同
県
を
u

う
し
い
亡
は
別
T
7

れ
ば
、
抑
留
は
比
較
的
和
刑
河
内
拘
山
町
的
合
は
武
期
的
拘
取
を

意
味
す
る
と
見
府
ノ
f
A

」われ
V

へ
な
信
、
一
勾
印
川
」
は
、
絞
岳
人
士
れ
人
は
伝
授
苫
を
拘
禁
す
ゐ
市
宇
千
絞
ー
の
抗
日
刊
処
な
{

H

川
事
副
止
法
宗
一
ハ
コ
条
、

一ヘ〉刈
i
j

一
戸
J
ヘ
条
的
J
戸
、
一
拘
留
は
、
川
一
二
「
川
口
規
定
司
る
+
い
刊
の
ノ
乙
レ
て
の
骨
柄
拘
+
に
で
あ
る
戸
川
忠
弘
九
条
、
第
一
コ
余
ケ
リ
い
す
J

安

訓

u
d
P
4
1
刊
。
干
井
寸
法
制
宗
代
芳
一
「
法
律
マ
小

L
典
一
第
川
札
補
訂
訊
一
有
宅
相
、
一
コ
ぃ
、
と
十

)

L

U

六
一
寸
/
う
、
ス
法
に
お
い
J
¥

れ
《
2
2
2
2
}
は
、
広
v

古
川
二
刑
事
ι

相
品
川
凡
へ
の
〕
当
討
を
ヨ
味
[
、
刑
罰
と
し
て
和
さ
れ
る
(
ん
一
六
共
4
5
2
2
号
一
一
九
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